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別紙

市町村名 ワクチン名 助成対象者 助成内容 助成方法 開始時期 備考

やむを得ない理由等で定期接種
の対象外となった者に対するフォ
ローとして実施している場合は
「１」を記載

村上市 インフルエンザワクチン
国民健康保険被保険者であり、接種日
で１歳から高校生（１８歳に達する年度
の３月末）以下の人

助成回数　１回
助成額　２,０００円

償還払い 平成24年4月1日

関川村 インフルエンザワクチン
①生後満6か月～高校生３年生（１８歳
に達する年度の３月末）

助成回数　１回/人
助成額　1,500円上限

委託医療機関：現物給付
委託外医療機関：償還払い

平成30年10月1日

粟島浦村 インフルエンザワクチン
①生後6か月～高校生以下及び妊婦
②19歳から65歳未満の者

①生後6か月～高校生以下及び妊婦…接
種１回あたり自己負担額1,050円とし、接種
に要した費用との差額を助成
②19歳から65歳未満の者…接種１回あた
り自己負担額2,000円とし、接種に要した費
用との差額を助成

村内医療機関においては現物給付。そ
れ以外は償還払い

平成24年10月1日

粟島浦村 おたふくかぜワクチン 1歳から小学生以下の子ども 全額助成
村内医療機関においては現物給付。そ
れ以外は償還払い

平成24年10月1日 1

粟島浦村 水痘ワクチン ３歳から小学生以下の子ども 全額助成
村内医療機関においては現物給付。そ
れ以外は償還払い

平成24年10月1日 1

粟島浦村 ロタウイルスワクチン
１ 価：生後6週から24週の子ども
５ 価：生後6週から32週の子ども

全額助成
村内医療機関においては現物給付。そ
れ以外は償還払い

平成25年4月1日

新発田市
予防接種法第２条第２項に
規定するＡ類疾病に係るも
の

・骨髄移植手術その他の理由により、接種
済みの定期予防接種の予防効果が期待
できないと医師に判断されていること。
・「長期にわたる疾患等のため定期接種を
受けられなかった場合」の規定による年齢
に達するまで、それ以外の予防接種にあっ
ては20歳に達するまで。

支払い額と新発田市の基準額のいずれか
低い金額で助成

償還払い 平成30年4月1日 平成30年4月1日以降の接種より適用 1

阿賀野市 インフルエンザワクチン 接種日において13歳未満の者 2回目接種時に1,500円助成
助成券を交付し、2回目接種時に契約
医療機関へ提出。医療機関へは請求
により支払い。

平成25年10月1日
契約外の医療機関で接種した場合は、
償還払い。

胎内市 インフルエンザワクチン 中学校３年生相当までの者 接種１回つき1,000円助成
委託契約医療機関：現物給付
委託契約医療機関外：償還払い

平成23年10月1日
平成28年10月1日以降、対象者を小学6
年生から中学3年生までに拡大。

聖籠町 おたふくかぜワクチン 接種日で１歳から就学前までの者 助成回数　１回　助成額　2,000円 償還払い 平成21年4月

聖籠町 インフルエンザワクチン
接種日で6ヶ月から中学生までの者及
び妊婦

・未就学児　年度毎2回助成
・小学生　　 年度毎2回助成
・中学生  　年度毎1回助成
・妊婦　　　年度毎1回助成
(各対象者1回につき1,500円を上限に助成)

償還払い 平成23年４月

聖籠町 肺炎球菌ワクチン
接種日で65歳以上で、過去に助成を受
けたことのない者

助成回数1回　助成額3,000円 償還払い 平成22年4月 1

聖籠町 ロタウイルスワクチン 接種日で６週から３２週までの乳児
2回接種ワクチン 7,500円（上限）×2回
3回接種ワクチン 5,000円（上限）×3回

償還払い 平成24年4月

予防接種法によらない予防接種に対する市町村の助成状況　　（平成31年度）
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やむを得ない理由等で定期接種
の対象外となった者に対するフォ
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予防接種法によらない予防接種に対する市町村の助成状況　　（平成31年度）

聖籠町
予防接種法第２条第２項に
規定するＡ類疾病に係るも
の

・骨髄移植手術その他の理由により、
接種済みの定期予防接種の予防効果
が期待できないと医師に判断されてい
ること。
・「長期にわたる疾患等のため定期接
種を受けられなかった場合」の規定に
よる年齢に達するまで、それ以外の予
防接種にあっては20歳に達するまで。

支払い額と聖籠町の基準額のいずれか低
い金額で助成

償還払い 平成31年4月1日 平成31年4月1日以降の接種より適用 1

　新潟市
予防接種法第２条第２項に
規定するＡ類疾病に係るも
の

・骨髄移植手術その他の理由により、接種
済みの定期予防接種の予防効果が期待
できないと医師に判断されていること。
・「長期にわたる疾患等のため定期接種を
受けられなかった場合」の規定による年齢
に達するまで、それ以外の予防接種にあっ
ては20歳に達するまで。

支払い額と新潟市の委託契約額の低い金
額で助成

償還払い 平成29年8月1日 平成29年4月1日以降の接種より適用 1

五泉市 インフルエンザワクチン
接種日に市内に住所のある０歳～中
学３年生相当までの子

１回につき1,500円を２回まで助成
市内協力医療機関からの接種助成請
求書により支払う。又は保護者への償
還払い

平成20年10月1日
Ｈ27年度に助成額を増額。
（1000円→1500円に）

五泉市 インフルエンザワクチン
接種日において市内に住所を有する
妊婦

１回につき1,500円を年度内に1回 償還払い 平成21年11月30日
Ｈ27年度に助成額を増額。
（1000円→1500円に）

五泉市
予防接種法第２条第２項に
規定するＡ類疾病に係るも
の

・骨髄移植手術その他の理由により、
接種済みの定期予防接種の予防効果
が期待できないと医師に判断されてい
ること。
・「長期にわたる疾患等のため定期接
種を受けられなかった場合」の規定に
よる年齢に達するまで、それ以外の予
防接種にあっては20歳に達するまで。

支払い額と五泉市の基準上限額の低い金
額で助成

償還払い 平成31年4月1日 平成31年4月1日以降の接種より適用 1

阿賀町 肺炎球菌ワクチン
年度末年齢満66歳以上の定期外年齢
の者で、過去に助成を受けたことの
ない者

自己負担額4,610円を除いた額

町内の委託契約医療機関では現物給
付。
町外の医療機関で接種した場合、差
額の償還払い。

平成17年4月1日

阿賀町 インフルエンザワクチン
接種日において満1歳から中学3年生
まで

自己負担額1,000円（税別）を除いた額
（１回目のみ。ただし第３子以降は２
回目も助成）

町内の委託契約医療機関では現物給
付。
町外の医療機関で接種した場合、差
額の償還払い。

平成21年10月1日

三条市 該当無し

（子育て支援課子どもの育ちｻﾎﾟｰﾄｾﾝ
ﾀｰ）　骨髄移植手術その他の理由によ
り、接種済みの定期予防接種の予防効
果が期待できないと医師に判断された者
（20歳未満）に対するA類疾病に係る予
防接種の助成について、平成31年4月1
日分から助成を行う予定。
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予防接種法によらない予防接種に対する市町村の助成状況　　（平成31年度）

加茂市 インフルエンザワクチン ６ヶ月以上１３歳未満 １回目の接種料金全額
市内委託医療機関で現物給付。市外
等契約外医療機関で接種した場合は、
償還払い。

平成23年10月から

燕市 インフルエンザワクチン 小学6年生以下
一人１回のみ1,000円を補助。保護者は、1
回目接種時に1，000円を差し引いた金額
を支払う。

市内委託医療機関で現物給付。市外
医療機関で接種した場合は、償還払
い。

平成21年10月1日

弥彦村 インフルエンザワクチン 誕生から中学３年生まで 1人1回1,000円を補助。
燕市及び村内の委託契約医療機関で
現物給付。契約以外の医療機関で接
種した場合は、償還払い。

平成19年10月25日

長岡市
予防接種法第２条第２項に
規定するＡ類疾病に係るも
の

・骨髄移植手術その他の理由により、接種
済みの定期予防接種の予防効果が期待
できないと医師に判断されていること。
・「長期にわたる疾患等のため定期接種を
受けられなかった場合」の規定による年齢
に達するまで、それ以外の予防接種にあっ
ては20歳に達するまで。

支払い額と長岡市の基準上限額の低い金
額で助成

償還払い 平成28年8月29日 平成28年4月1日以降の接種より適用 1

見附市 日本脳炎ワクチン
第1期初回2回終了後、6か月を満たな
い間隔で、第1期追加を接種した者

定期と同様に委託医療機関で公費接種
（全額助成）

契約医療機関で現物給付 平成24年4月1日

見附市 インフルエンザワクチン
接種日において市内に住所を有する
生後6か月～小学校6年生までの者

接種費用のうち１,000円を助成（1人２回ま
で）

契約医療機関で現物給付（助成額
1,000円を差し引いた額を自己負担とし
て支払う）。契約医療機関外は償還払
い。

平成27年10月1日

見附市
予防接種法第２条第２項に
規定するＡ類疾病に係るも
の

・骨髄移植手術その他の理由により、接種
済みの定期予防接種の予防効果が期待
できないと医師に判断されていること。
・「長期にわたる疾患等のため定期接種を
受けられなかった場合」の規定による年齢
に達するまで、それ以外の予防接種にあっ
ては20歳に達するまで。

支払い額と見附市の基準上限額の低い金
額で助成

償還払い 平成28年12月1日 平成28年4月1日以降の接種より適用 1

出雲崎町 インフルエンザワクチン 接種日において６か月～高校卒業まで 接種１回あたり　助成額１,５００円
町内医療機関で現物給付。町外は償
還払い

平成23年4月1日 接種期間：10月1日～翌年3月31日

出雲崎町 インフルエンザワクチン 母子健康手帳の交付を受けた妊婦 接種１回あたり　助成額１,５００円
町内医療機関で現物給付。町外は償
還払い

平成24年4月1日 接種期間：10月1日～翌年3月31日

出雲崎町 おたふくかぜワクチン 接種日において１歳～就学前
接種１回あたり　助成額３,０００円
助成回数：2回

町内医療機関で現物給付。町外は償
還払い

平成23年4月1日
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予防接種法によらない予防接種に対する市町村の助成状況　　（平成31年度）

出雲崎町 ロタウイルスワクチン
1価： 生後6週から24週未満の乳児
5価： 生後6週から32週未満の乳児

1価： 助成額（接種１回につき） 7,500円×2
回助成
5価： 助成額 （接種１回につき）5,000円×3
回助成

町内医療機関で現物給付。町外は償
還払い

平成28年4月1日

魚沼市 おたふくかぜワクチン 満1歳から就学前まで
接種１回あたり　助成額2,000円
助成回数：２回

契約医療機関で現物給付（助成額
2,000円を差し引いた額を自己負担とし
て支払う）。契約医療機関外は償還払
い。

平成30年5月1日

魚沼市 インフルエンザワクチン 生後6か月から年度末年齢18歳まで
接種1回あたり　助成額2,000円。13歳未満
は2回、13歳以上は1回分を助成する。

契約医療機関で現物給付（助成額
2,000円を差し引いた額を自己負担とし
て支払う）。契約医療機関外は償還払
い。

平成30年10月1日 接種期間：10月1日～翌年3月31日

十日町市 インフルエンザワクチン 中学3年生以下の小児 1回につき1,000円を年度２回まで助成 実施医療機関へ現物給付 平成22年10月1日 事業はH19.10.1から実施

十日町市
予防接種法第２条第２項に
規定するＡ類疾病に係るも
の

・骨髄移植手術等により、接種済みの定期
予防接種の予防効果が期待できないと医
師に判断されていること。
・助成対象予防接種の接種日において、
市内に住所を有すること。
・接種済みの定期予防接種の接種回数及
び接種間隔が、予防接種実施規則の規定
によるものであること。
・「長期にわたる疾患等のため定期接種を
受けられなかった場合」の規定による年齢
に達するまで、それ以外の予防接種にあっ
ては20歳に達するまで。

支払い額とＢ契約の額のどちらか低い額を
助成

償還払い 平成30年4月1日 平成30年4月1日以降の接種より適用 1

津南町 インフルエンザワクチン 1回目の接種日において12歳以下の者 接種1回につき2,000円を年度2回助成 実施医療機関へ現物給付 平成28年10月1日 事業はH20.10.1から実施

津南町 インフルエンザワクチン
接種日において13歳以上中学3年生相
当まで

接種1回につき2,000円を年度1回助成 実施医療機関へ現物給付 平成28年10月1日 事業は平成21年度から実施

津南町 インフルエンザワクチン 妊婦 接種1回につき1,000円を年度1回助成 実施医療機関へ現物給付 平成23年10月1日 事業は平成21年度から実施

柏崎市
予防接種法第２条第２項に
規定するＡ類疾病に係るも
の

・骨髄移植手術その他の理由により、接種
済みの定期予防接種の予防効果が期待
できないと医師に判断されていること。
・「長期にわたる疾患等のため定期接種を
受けられなかった場合」の規定による年齢
に達するまで、それ以外の予防接種にあっ
ては20歳に達するまで。

支払い額と柏崎市の委託契約額の低い金
額で助成

償還払い 平成31年4月1日 1
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上越市
予防接種法第２条第２項に
規定するＡ類疾病に係るも
の

・骨髄移植手術その他の理由により、接種
済みの定期予防接種の予防効果が期待
できないと医師に判断されていること。
・「長期にわたる疾患等のため定期接種を
受けられなかった場合」の規定による年齢
に達するまで、それ以外の予防接種にあっ
ては20歳に達するまで。

支払い額と上越市の基準上限額の低い金
額で助成

償還払い 平成29年12月1日 1

糸魚川市 インフルエンザワクチン
市内に住所のある生後6か月から高校
3年生相当の年齢の者までと妊婦

接種費用の半額助成（接種1回あたり1,500
円を上限とする。）
13歳未満は２回、１３歳以上は１回分を助
成する。

市内委託医療機関で現物給付
市外医療機関は償還払い

平成22年10月1日 平成29年度から対象者拡大

糸魚川市 肺炎球菌ワクチン
65歳以上の市民で、1回目の肺炎球菌
の予防接種から5年以上経過した者

2回目の接種費用を、3,316円助成 市内外委託医療機関で現物給付
委託していない医療機関は償還払い

平成31年4月1日
事業は平成31年度から実施

佐渡市 インフルエンザワクチン 中学生まで
市内委託医療機関で公費接種
1回目接種は半額助成（上限額まで）
2回目接種は全額助成（上限額まで）

市内委託医療機関で現物支給 平成23年10月1日


